
 

 １月２０日に、令和２年最初の交通死亡事故が発生しました。 

 夕方の暗い時間帯に、高齢者が運転する自転車が用水に転落したという事故です。 

 岡山県内では過去５年間で、用水等への転落による交通死亡事故が36件も発生しています。 

 歩行者についても自転車同様、用水等への転落により亡くなる事案が発生しています。 

 岡山県内には、ガードレールや溝蓋の設置されていない側溝や用水が数多く存在しており、 

全国と比較しても、用水等への転落事故の危険性が高く、注意が必要です！！ 


